産業廃棄物処理業「最終処分職種/受入れ・埋立て管理職務」


【概要】
最終処分場への廃棄物の受入れにあたり、受入れの可否を適切に判断し、受入れの際の作業を円滑にする、進捗を管理する職務。

【仕事の内容】

施設に受け入れる廃棄物について、必要な検査の手続きを行うとともに受入れ作業、埋立て作業の管理を行う仕事である。実務者においては、廃棄物処理法や取り扱う廃棄物の性状等に関する深い知識が求められる。
【求められる知識・経験】

（１）顧客、収集・運搬業者と廃棄物の受渡しを行うにあたり、廃棄物の特性や危険性に関する知識が必要である。またこの受渡しに際し法的に求められる、マニフェスト、委託契約に関する知識も必要である。
（２）受入れにあたっての自社基準、また廃棄物が基準を満たしているかどうか検査するために必要な知識が求められる。
（３）トラブルを防止し、未然にその兆候をとらえるため、危険や事故の事例や防止に関する知識が必要である。

【関連する資格・検定等】

・危険物取扱者甲種［国家資格：総務省、実施機関：(財)消防試験研究センター］

・危険物取扱者乙種［国家資格：総務省、実施機関：(財)消防試験研究センター］

・公害防止管理者［国家資格：経済産業省実施：(社)産業環境管理協会公害防止管理者試験センター］

・産業廃棄物最終処分場施設技術管理者［実施機関：財団法人日本環境衛生センター］

【平成１１年改定・労働省職業分類（小分類）との対応】

071　その他の技術者（071-99 廃棄物処理施設技術管理者）

801　清掃員（801-21 廃棄物処理作業員）


